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道過疎地域計の人口増滅率 1　－12．1　　　　－17．5 一15．0　　－6．4 6．1
北海道全体の人口増減率 十2．6　　十〇．2　　 十3．0　　一ト4．5　　十1．9
（注）　国勢調査人口
（資料）音威子府村『村勢要覧（資料）』，1987年
　　　北海道企画振興部地域振興課『過疎地域振興対築の概要』，1990年
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（注）　各国勢調査人口の増減率
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45～50年
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　　　音威子府村
50　一一　55年　　　55～60年
り，村の主産業と位置づけられている現在程度の農業を営む農家が毎年丸ごと消えていくような状況
であった。表4－4には国勢調査人口のみを示したが，役場資料によると，住民基本台帳で平成2年
8月末現在1，562人となっており，昭和40～平成2年の25年間で60．7％の人口減少率である。特に，
最近5年間の人口減少率が24．5％と大きなものになっていることは，人口流出が鎮静化するどころか
高度経済成長期に逆戻りといった感もあり，事態は深刻である（図4－2，4－3）。
　人口減少の要因については，上記にみたように離農と鉄道合理化が指摘されている。農家戸数は，
昭和40年の227戸から，50年104戸，60年71戸と大幅に減少し，平成2年現在66戸である。すなわち昭
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表4－5　産業別就業者数の推移（人，％）
年　35年　40年　45年　50年　55年　60年
第一次産業
　　（男子の割合）
第二次産業
　　（男子の割合）
　881
（51．2）
　222
（83．8）
第三次産業　　　　　　　646
　　（男子の害恰）1（75・9）
うち運輸・通信業
　（男子の割合）
　306
（93．5）
　595
（52．・6）
　803
（84．6）
　688
（73．8）
　284
（93．7）
　503
（53．3）
　324
（79．3）
　686
（72．2）
　287
（94．1）
　297
（55．2）
　340
（80．3）
　687
（71．3）
　289
（92．4）
　239
（57．3）
　260
（71。5）
　617
（70．0）
　220
（95．5）
　203
（54。2）
　355
（77．7）
　557
（69．8）
　179
（97．2）
（注）国勢調査
（資料）　音威子府村『村勢要覧（資料）』，1987年
和40年代の人口減少は，主として農家の離農→離村という図式で進んだものと推察される。これに対
して，近年の急激な人口減少は，旧国鉄の人員合理化，最終的には天北線の廃止によるところが大き
い。表4－5に産業別就業者数の推移を示したが，安定的かつ男子就労の場として大きな地位を占め
ていた運輸・通信業から，鉄道関係者が徐々に減少し，ついにゴソッと抜けてしまったのであるから
その影響ははかりしれないものがあろう9）。
　農業・林業の村というより，旧国鉄の「鉄道城下町」的な側面の強い村であったため，人員合理
化，路線廃止は村経済に大きな打撃を与えている。従来の村づくりは，鉄道分岐点（拠点）としての
音威子府駅を前提として進められてきており，分岐点から通過点への変容は経済的な側面だけでな
く，住民の心理的側面にも暗い陰を落とさざるを得ない。その意味では，現在が村の将来にとってき
わめて重要な時期であるといえるのではないだろうか。
　音威子府村は，「森と匠の村づくり」をテーマとして，畑作，酪農を基幹としつつ，木彫，木工芸
品等の産地形成を目指し，村おこしに取り組んでいるところである。そして，これらすべてに集団的
な活動が深く関与している。以下，それについて整理し，特徴を見いだすことにしよう。
6　農業振興とグループ活動
　（1）畑作振興協議会
　音威子府村は，畑作と酪農の村であるとはいえ農家戸数は少なく，まして後継者のいる専業農家は
わずかしかいない。その中で，畑作農家の機械・施設共同利用組織である「音威子府村畑作振興協議
会」は，村の畑作を支える中核組織である。メンバーは9名，平均年齢40歳前後，30～50歳代で構成
されている。
　この協議会の前身は，10年前に結成された「バーク堆肥生産組合」である。すでに触れたように，
主作物であるビートは連作障害が出やすく，村の畑作農家でも問題になっていたが，その打開策とし
て咲来地区の畑作農家を中心に6戸で結成されものである。バーク堆肥は，木工所から出る木屑に酪
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農家の牛糞尿と澱粉工場廃液を加えたもので，農協営農課等の指導を受けながら組織化し，堆肥生産
・施用を通じて土づくりを行ってきた。7年前に1戸が離農し，構成メンバーは5戸となったが，い
ずれも音威子府畑作農業の中核となる大規模農家ばかりである。しかし，中核農家の全部を網羅して
いたのではなく，特に土づくりに熱心な農家のみが加入していたようである。
　ただ，堆肥施用だけで馬鈴薯・ビート中心の作付体系を変えた訳ではなかったので，連作障害の根
本的解決とはなり得ず，小麦を導入した輪作体系が検討されるようになった。昭和61年，畑作農家へ
の小麦導入をはかることが村当局において決定され，62年度村単独補助事業で乾燥機5基，コンバイ
ン，ドリルが整備されることとなった。
　当然のことながら，この単独補助事業は村補助金と農家の自己資金によって実施されるものであ
り，そのため受益者が確定し，自己資金拠出や利用方法が決定されていなければならず，既存の「バ
ーク堆肥生産組合」を核として組織化が行われた。それが「音威子府村畑作振興協議会」である。
　メンバーは，堆肥生産組合の5戸と，新たに加わった4戸の計9戸で構成され，全戸が関係する麦
部会，堆肥生産を継続する5戸のバーク部会に分かれている。この新規加入4戸も，堆肥生産組合に
は参加していなかったものの，それぞれ独自の堆肥入手ルートを持っているなど，連作障害問題には
個別に対応してきた村畑作農業の中核的担い手農家である。これによって，村畑作農家の中核が一つ
の組織に加入することとなった。というのも，協議会に加入しなければ施設が利用できず，事実上小
麦作付農家はメンバーの9戸に限られていること，村内の畑作農家は30戸であるが，協議会不参加農
家は酪農と畑作の兼営農家（酪農が主），高齢者専業農家，後継者不在の壮年小規模農家などである
からである。事務局は農協営農課に置かれており，補助事業に関わる煩雑な書類作成等の手助けをす
るとともに，相談相手になっている。
　昭和62年度の村単独事業をはじめ，小麦に関しては次のような事業が連続して実施され，積極的に
機械・施設整備がなされている。
　　○昭和62年村単補助事業く乾燥機5基，コンバイン，ドリル〉
　　　　事業費45，215千円（補助26，790，自己負担18，425）
　　○昭和63年村単補助事業く乾燥施設増設一予乾，検査室〉
　　　　事業費8，757千円（補助4，200，自己負担4，557）
　　○平成元年構造改善事業（生産組織施設整備事業）
　　　　〈乾燥機5基，コンバイン，ドリル，リフト，コンテナ225基〉
　　　　事業費51，881，100円（国47．4，村22．6，村振興資金30．0％）
　この結果，小麦の作付面積は急激に拡大し，計画では昭和62年35ha→5年目に85haとされていた
ものが，2年目の63年に早くも85haを超え，4年目の現在116haに達している。その結果，＜馬鈴薯
一一ｬ麦一小麦一馬鈴薯orピー一一ト〉〈馬鈴薯一ビートー小豆一小麦〉〈馬鈴薯一小麦一馬鈴薯〉＜馬鈴
薯一小豆一ビート〉等の輪作体系が確立されつつある。
　主な活動は，共同乾燥施設（一部個人でも乾燥施設を所有している）を有効かつ効率的に利用する
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ための利用順の決定，機械・施設利用料金徴収による協議会運営と資金管理，普及所への講習参加・
技術的相談（品質向上，刈り取り順等）などである。いずれも機械・施設の共同利用組織として当然
の活動ばかりといえよう。しかし，相互の技術向上や意見交換，地区集会所を利用した頻繁な会合に
よって営農意欲の向上に大きな役割をはたしている。そして，こうした会合の中から新作物ソバの導
入が実現されている。音威子府では本格的に作付されていなかったソバを，小麦用コンバインの有効
利用と土地の有効利用の観点から昭和63年に導入し，初年度0．5haが3年目の現在140haと小麦を凌
ぐ速さで拡大した。ソバは，小麦と異なり協議会メンバーのみの作付ではなく，村全域の多くの畑作
農家が取り組んでいる。その契機をつくったのが協議会であることは，この組織が単なる機械・施設
共同利用組織を超えて，村の畑作農業に貢献していることの証明であろう。村，農協も彼らの活動に
大きな期待を抱いている。
　しかし，問題がないわけではない。まず第一に，北海道の農協は昭和60年度から需要の動向に即し
た的確な計画生産を推進することを目的に「畑作物作付指標面積」を設定して地域に示し，「生産者，
系統農協において遵守すべき指標」としてその徹底をはかっている1°）が，音威子府村の小麦作付指標
面積が110haであり，これ以上の拡大が望めないことである。第二に，元来小麦用のコンバインの有
効利用をはかるために導入したソバではあるが，ソバによるコンバインの消耗が予想以上に激しく，
更新期が近くなっていることである。第三は，農産物価格の長期見通しが不透明で，構成員農家とし
ても機械更新時を迎えた揚合の対応をどうするかなどの今後の組織運営について態度が定まらないこ
とである。
　（2）乳牛検定組合
　村農業のもう一つの柱である酪農関係では，昭和49年から始まった乳検事業に即して57年2月に結
成された「乳牛検定組合」が唯一の組織となっている。いうまでもなく乳検組合は，音威子府村独特
のものではなく酪農地域に多く結成されているものであって，ことさら取り上げるべきではないと思
われるが，村酪農唯一の集団として，その概要をみておこう。
　組合員数は10名で，平均年齢35歳，26～43歳で構成されている。組合員は，上音威子府地区を中心
としているが，村内酪農家の3割程度が加入しているに過ぎず，組織率は低くなっている。これは，
基本的に乳量の測定，成分測定を行って技術改善，経営改善を行うことを目的とする活動であるため
に，記録等それなりの手間や費用を必要とし，酪農経営に意欲的な農家でもその一部が参加するにと
どまるからであるといわれる。また，すでに触れたように酪農家の後継者不足は深刻で，およそ半分
が今後10年以内に離農すると予想されており，そうした農家は当然加入していない。こうした事情か
ら，村内酪農家のいわゆる中核的な担い手はほぼ加入していると考えてよい。
　組織は，組合長，副組合長，理事2名，監事2名の計6名が役員である。組合員数が10名であるか
ら，半分以上が役員ということになり，回り持ちで交代するようになっている。事務局は農協営農課
に置かれ，畑作振興協議会と同様に，事務処理業務等で援助している。会費は，その家の頭数によっ
て異なるが年間10万円弱であるという（組合員聴き取りによる）。
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　指導員からの連絡によって，月に1回集まりデータの検討を行うが，これが通常の主要活動となっ
ている。そのほか，4月に総会，役員会，上川乳検連総会への出席（組合長・副組合長），8月に研
修旅行（1泊一各地共進会や試験場等の見学，先進地視察），12月に忘年会が行われている。
　問題点としては，第一に組織率の向上，第二に乳価低下による先行き不安が指摘されたが，組織率
については，上記のように後継者不在等による離農が予想される農家が5割程度いるので，それほど
低いというわけではない。一方，乳価低下については，畑作振興協議会の問題点として指摘された
「農産物価格の長期見通しが不透明」と同様に音威子府村に特有の問題ではない。しかし，そうした
問題への対応，解決に向けて，どのような方策があるかを相談する場としても，これらの農業関係組
織は機能できるように思われる。
　以上2つの組織，畑作振興協議会と乳牛検定組合は，いずれも構成員数は少人数であり，畑作農
家，酪農家に占める組織率も低いという共通点を持つ。一方，村内畑作農家，酪農家の中核的担い手
で構成されていることも同様である。今後の音威子府の農業は，主としてこの19戸で担われていくも
のと思われ，2つの組織が果たす役割は大きい。
　両組織を，あえて地域振興の観点からみれば，畑作なり酪農のワクの中だけの活動であることを問
題として指摘することもできよう。本来，こうした組織にそれぞれの作目のワクを越えて地域振興全
体に寄与することを求めるのは筋違いである。それを十分承知した上で，中核的青壮年層の集まりで
あり，組織の数自体が多くない中で今後どのような地域振興活動の発信基地なり母体になるか，興味
のあるところである。この点は問題というより期待である。
7　「森の匠の村づくり」とグループ活動
　（1）音威子府高校の存続
　音威子府村は，以前から工芸が盛んだったわけではない。むしろ地域概況にみたように鉄道と農業
の村である。そこに工芸の芽が生まれたのは，昭和51年に実施された「北海道の地場産業の振興に関
する調査」を契機としている。その対象として各支庁1地区が選定されたが，上川支庁管内では音威
子府村が「ウッドクラフト」のテーマで調査研究が行われ，村内の豊富な森林資源の付加価値を高め
たいという意識が形成された’1）。
　こうした中で，村唯一の高校である音威子府高校（定時制）の存廃問題が浮上した。これほど小さ
な村に村立高校があるのだが，名寄高校の分校だったものを昭和28年に村立として独立させたもので
ある。国鉄に勤務しながら通う学生がいたりして，毎年20名前後の卒業生を送り出してきたが，過疎
化や勤労学生の減少，全日制への進学志向等により，昭和50年頃には入学志願者が激減した。
　昭和51年，こうした状況の打開をはかるため，豊富な木材資源を有効に活用した工芸教育を通じて
独自性を打ち出す方向が教職員間でまとめられた。52年には高校，村，議会，有識者などによる「音
威子府高校振興調査委員会」が発足し，その結果を踏まえて翌53年度から，芸術の選択科目として
ミ工芸。，職業科目としてミインテリア実習．を採り入れたカリキュラム編成が実施された。このユ
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；＝‘　一一クなカリキュラムが注目され，昭和54年度以降の志願者数は急速に増加した。その実績によって
ついに59年度，村民の永年の悲願であった全日制の工芸科高校へ転換したのである12）。
　この音威子府高校の存続が，昭和56年度に策定された第2期の村総合計画の方向一r森と匠の村づ
くり」一を生み出したといっても過言ではない。そして，同校の工芸教育のアドバイザー的存在にな
った砂澤ビッキ氏が，工芸関係グループ活動の一方の核となっていくのである。また，もう一人イン
ド人のナイク・サタム氏もその核となる。以下，それを整理しよう。
　②　砂沢ビッキ民と工芸グループ
1）　「樹を語り作品展」と「樹会」
　砂澤氏は，昭和6年旭川市生まれで映画r森と湖の祭り』のモデルともなったモダンアート芸術家
であり，53年音威子府村に移住してきた。知人であった当時の音威子府高校長に同校の授業へのアド
バイスを懇請され，廃校された旧箴島小学校校舎をアトリエ兼住居として利用できることから，札幌
から音威子府への移住を決意した。移住後はミビッキ．の愛称で村民に親しまれ，数多くの作品を村
内に残したが，平成元年逝去された。
　砂澤氏のアトリエには，村民はもちろんのこと，多彩な氏の知人・友人が訪れ，そうした人々の集
まりの中から「音威子府村の皆さんに，モダンアートの世界を御紹介したい13）」という目的で，54年
から始められたのが「樹を語り作品展」である。砂澤氏を中心に，北海道内の芸術家の作品を集めた
展覧会であり，以後毎年開催されている。54年に実行委員会が結成され，第2回（55年）からは北大
演習林長や村民が委員長となり，村民参加，村も予算を計上しての展覧会となっている14）。
　村民が本格的に関与するようになったのは，「樹会」の結成が契機となっている。昭和55年に村の
シンボルであるオトイネップタワー（トーテムポール）が音威子府駅前に建てられたが，これは砂澤
氏とアトリエに集まる知人・友人達との雑談の中から製作することが決定された。当初は氏のアトリ
エ入口に建てる予定であったので，搬出のことを考えずにアトリエ内で彫刻されたが，最終的には音
威子府駅前に建てられることになったため，全長15m以上のタワーを駅前まで搬出する人手が必要と
なった。60人程度が必要と思われたが，搬出日に合図の花火をあげて集まったのは260名を数え，村
民の期待の大きさをうかがわせた。その時の搬出協力者と，樹を語り作品展実行委員会に関係した人
々で結成されたのが「樹会」である。北大演習林や国鉄の職員，商店主，若者など，20歳代後半～40
歳代を中心に40名内外（最盛時48名）で構成され，女性（主婦）もS　一一　6名含まれている。
　樹会は，樹を語り作品展の準備をはじめとする工芸活動全般の支援組織として位置づけられる。そ
のほかにも，コンサートを企画したり，著名人が視察に来るたびに集合して話を聞いて意識を高め，
年6回の定期的会合を別に持っている。工芸活動全般を支援することから，村の地域振興の中心的組
織であるといってもよいが，実行委員会とメンバー一・　hS重複していることもあり，「樹会」独自として
その活動が整理しきれない面がある。
2）　（株）音威子府工芸社
　村では，ri森と匠の村づくり」をテーマに村民にも木工技術を普及させるため，一人一芸を目指し
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て「工芸教室」と「趣味の作業場」を開設した。「工芸教室」は高校で開かれているものであるが，
「趣味の作業場」は老人の生きがい対策を主目的に昭和56年，古い村職員住宅を改装して設置され
た。しかし設置直後に，老人対策から木工品の開発やそれを産業に育てていくための場としての性格
を付与されるようになり，手狭なため57年には石油会社の油槽所跡地に移転され「工芸センター」と
して発展的に衣替えされた。
　この「工芸センター」には技術指導員が3人配置され，将来は製品開発から生産展示即売までを一
貫して行う施設に発展することが期待されていたが，村財政は次第に困窮化し，村からの持ち出しが
多い割になかなか産業に育つ気配がなく，「工芸センター」に隣接して「山村都市交流センター」（木
材工芸実習の場）が建設されるのを機に民営化されることとなった。その結果設立されたのが（株）音
威子府工芸社（以下「工芸社」と略称）である。
　昭和63年1．月に設立された工芸社は，資本金100万円で株主は「樹会」のメンバーである。社長の
河上実氏は「樹会」の代表者であるとともに，樹を語り作品展実行委員会の委員長でもある。すなわ
ち，砂澤氏に関係するグループの一つとみることができよう。河上氏は美深町の出身で，一時京都で
働いた後家業を継ぐためUターンし，音威子府村で長く製材業を営んできた。砂澤氏が移住してきた
際，木工芸の材料となる木の入手について河上氏に相談を持ちかけたのがきっかけで関係を持つよう
になったという。製材業の方は，倒産して大きな借金を抱えるなど，昭和42年にUターンしてから
10年は家業の借金返済優先であったが，完済後地域にも目を向けるようになってすぐに砂澤氏と出会
い，以後中心的に活動してきた。工芸社設立の話があったのを機に製材業からは手を引き，社長を引
き受けたのである。
　社員数は設立時5名，現在6名（男4名，女2名）になっている。前述の音威子府高校の卒業生も
受け入れ，村の振興テーマが具体化されたものとして評価できる。営業内容は，木材加工品製造・販
売（時計，器，ペンダント等）であるが，現在のところデザインは札幌市内の業者によるもので意匠
権利料200万円を支払って使用している。年間800万円近い売上げに対して，費用は1，100万円程度
であり，村からの補助金325万円によって収支がほぼ均衡（若干の損失）しており，まだ自立した経
営にはなり得ていない（昭和64．1．1～平成元．12．31）。しかし，将来的には工芸社を核として村内に
工芸を広めたい，そのための準備段階であるという認識を持って，社長以下社員一同奮闘中である。
　工芸社の抱える問題点は，大きく次の2点であろう。第一に地元で製品が販売できないことから，
90％が販売会社（問屋）を通して札幌市へ出され，小売価格の半額での出荷に甘んじていることであ
る。この点を解決して売上を伸ばすことが急務となっている。第二に，札幌での需要が夏の観光シー
ズンに限られるため冬期（1～4月）の仕事をどのように確保するかである。いずれも，現在の経営
内容改善に直結することであるが，同時に工芸社以外の音威子府村産品との連携をどのようにはかる
かという点についても，再考を促す契機となるといえるのではないだろうか。
　（3）ナイクサタム氏と工芸グループ
1）　マープリント・オトイネップ
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　インド人のタピストリーマー一チストであるプラブバカール・シュリダーラ・ナイクサタム氏は，昭
和56年6月国際交流基金の招きで1年間の予定で音威子府村に滞在し，ライフワークとしてのゴブラ
ン織りの製作を開始した。1年問の滞在予定であったが，音威子府村が強く要請し，北海道生活文化
海外交流事業の援助や村の独自予算によって1年間の延長が実現し，計2年問音威子府に滞在した。
氏は，ビジネスワークとしてはシルクスクリーンを，ライフワークとしてはゴブラン織りを手がけて
きた芸術家で，滞在中製作した「生」と題するゴブラン織りは，北海道立美術館1階ホール正面の壁
に飾られている。2年間の滞在後，一時帰国して再度来日，短大講師なども勤めながら札幌に在住，
後に長野県に移って年に2回10日間ほど来村して指導を継続している。
　ナイクサタム氏は，音威子府に来村後9月にシルクスクリーン，11月にはゴブラン織りを村民に指
導するようになった。この時の教え子を中心に結成されたのがマープリント・オトイネップ（シルク
スクリーン）とやちぶき会（ゴブラン織り）の2つのグループである。
　まず，マープリント・オトイネップから整理しておこう。「マー」とはインドめ言葉で「母」また
は「母なる川」の意味。音威子府を流れる天塩川に基づいてナイクサタム氏が命名した。昭和57年男
性を中心に6名で結成され，スクリーンプリントの技術とインド更紗のデザインの習得を目的として
活動を開始した。
　グループ結成後，習得した技術をいかしてカレンダー，壁掛け，バッグなど主に布にプリントした
製品の製作，販売を行っているが，特にカレンダーは道内だけでなく全国の愛好家の人気を集め，年
間1，000本程度を販売している。シルクスクリーンはたいへん手間のかかる作業であるが，現会員数
8名のうち実質的に活動しているのは音威子府高校の教員とその妻の2名だけであり，とても注文に
応じきれない。そこで，カレンダー製作時には音威子府高校生徒や役場職員が手伝っている。寮に入
っている高校生にとっては，よき実習の機会であると同時に，小遣い収入も得られることから積極的
に取り組んでいる。結果的に，実働している正式会員は2名でも，かなりまとまった人数のグループ
活動となっている。
　揚所は，2階建ての元信用金庫支店建物を村が借り上げ，水道・光熱費等を負担して利用できるよ
うに便宣をはかっているが，1階をマープリント・オトイネップが，2階を次にみるやちぶき会が利
用し，ナイクサタム氏関連のグループが同じ建物に同居している。活動時期は不定期であり，会員と
手伝いの人々が時間のあるときに突貫作業で製作するという状況で，今後の大きな課題となってい
る。会計は村の振興課が担当し，年間330万円程度の売上をあげている。
2）やちぶき会
　ゴブラン織りは，主婦を中心に関心を集め，ナイクサタム氏の指導を受けたのはほとんどが女性で
あった。というのも，ゴブラン織りとは羊毛を草木染めで染色し，紡ぎ，フォークで叩きながら織り
あげていく織物であり，その美しさもさることながら，小さなものでも1週間から10日間もかかると
いう，時間と根気がなければ完成しない一つの芸術品である点に理由があろう。
　昭和57年，村がチラシを配布してメンバー一を募り，応募した9名で結成されたのがやちぶき会であ
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る。会の名称は，ナイクサタム氏が滞在中住んでいた場所にヤチブキの花が咲いていたことに由来し
ている。
　ゴブラン織りおよび横織りの技術を用いて，タペストリー，テーブルセンター，マフラー，ショー
ルなどを製作，販売しているが，昭和59，60，平成元年には札幌市内で作品展を開催して好評を博し
ている。しかしながら，シルクスクリーンとも共通するが，畑作，酪農の村にとって手間のかかるゴ
ブラン織りに取り組める主婦は，鉄道，役場，農協等の恒常的勤務者の妻に限られてしまう。そのた
め，当初9名でスタートした会員数は，旧国鉄の人員合理化，民営化，天北線廃止等によって漸減し
現在は役場と農協職員の妻2名になっている。そのほか，在宅しながら作品製作を続けている人が1
名，名寄市と札幌市に元会員が1名つつおり，製作を手伝っている。札幌市での作品展が昭和61～63
まで開けなかったのも，会員数の漸減による作品不足が原因である。
　現在の主要な活動は，ゴブラン織り，横織りの製作と，村民を対象とした’s趣味の教室．（週2回，
7人）の開催である。ミ趣味の教室．を通じて，何とか人材を確保したいと，2名の会員が必死で取
り組んでいるところである。この2名が「常勤者」ということで，月～金曜日の10時～16時に前述し
た元信用金庫支店建物（村借上水道・光熱費等村負担）2階に出勤し製作を行っている。報酬は，
当初2年間は出来高制（販売金額の20％）であったが，常勤者のみ2年前より定額制（2万円／月）
に変わっている（手伝いの3名は現在も出来高制）。会計は，やはり役場振興課で管理しており，年
間120万円程度の売上となっている。
　このように，マープリント・オトイネッブとやちぶき会は，ユニークなグループ活動であるもの
の，ほぼ同様の問題点を抱えている。それは，次の2点に整理されよう。第一は，会員数の不足であ
る。いずれも需要に応じきれていない。そのため，せっかく人気のある品物を作っているのに，役揚
の援助から自立できないままに終わっているのである。第二は，芸術なのか産業なのか，性格が明確
でないことである。どちらにおいても，「作品」と称し「商品」とは呼んでいない。一時産業化を目
指した時期もあったというが，メンバー不足が深刻で断念したといわれている。やちぶき会のように
週5日常勤しても1カ月2万円では，内職レベルにもなっていないことになる。その結果，収入にな
らないから会員も集まらない。まさに悪循環である。それだけ，シルクスクリーンもゴブラン織りも
手間のかかる，採算べ一スにのせることの不可能な工芸といえるのかもしれない。しかし，かなり高
価で販売されているにも関わらず常時在庫がないということも事実であり，村の一産業として自立で
きる可能性を秘めているだけに，現在の人不足は残念であるとの印象を拭えない。
8　士別市の各種グループ活動く参考〉
　（1）市の概況
　今回の音威子府村調査の際，併せて士別市を訪れる機会を得た。士別市では，市役所において概況
を把握するにとどまったため，詳細な報告はできないが，学ぶべき点も多く，音威子府村のグループ
活動の問題点を再確認する意味でも簡単に紹介しておきたい。
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　士別市は，旭川市から車で北へ1時間，音威子府村とのほぼ中間，盆地に位置する面積600．83km2，
人口27，719人（昭和60年国調）の過疎市である。基幹産業は農業（稲作，畑作，酪農，畜産（羊））で
あるが，上川北部経済圏の中核として商業も発展し，近年は自動車メーカー試験場（テストコース）
を誘致するなど，市のイメージも変わりつつある。
　上川北部経済圏の中心都市ではあるが，離農者をはじめとする人口流出が昭和35年以降一貫して続
いている。昭和35年からの25年間に28．8％，11，232人の人口減少があった。しかし，新しい過疎法の
指定要件の一つを25年間25％以上の人口減少率としていることからもわかるように，過疎地域として
は比較的症状の軽い部類に属しているといえよう。
　本市のグループ活動の特色を一言で示せば，それはグループ活動が生活に直結している，地域の産
業の一つとして数えあげ得るという点にあるのではないかと思われる。以下，参考までにその概要の
み簡単に箇条書きで整理しておく。
表4－6人ロの推移
年135剣・・剣45剰・・年155年1・・年
人　　　口
（減少率）
38，951 36，502
（6．3）
33，044
（9．5）
30，028
（9．1）
28，970
（3．5）
27，719
（4．3）
（注）　国勢調査人口
（資料）　士別市：r士別市過疎地域振興計画（昭和60～64年度）』1985年，および
　　　r第3次士別市総合計画一北の大地に躍動しふれあい豊かなまちづくりを
　　　めざして一〈副本〉』1987年
　②　各種グループの経緯と現状
1）サフォーク種めん羊を中心とするグループ（特に（株）サフォーク）
　経　緯：1967年市営牧場開設（オーストラリアから200頭導入）
　　　　　　82年サフォーク研究会発足，士別めん羊生産組合スタート
　　　　　　83年研究会「暮しの紡ぎセミナー」→くるるん会結成→目経紙紹介→東洋紡と協力関係
　　　　　　84年市開発振興室設置（サフォーク研究会支援，地場産品掘り起こし）
　　　　　　85年（株）サフォーク発足→研究会はPRと研究に重点を移す
　　　　　　87年士別市サフォーク生産振興協議会発足
　士別市めん羊生産組合…組合員6戸，22頭
　（株）サブ」t・一ク…出資者83名，資本金1，000万円
　　　　従業員一（1989年現在）常勤（5人），パート（4人），手紡ぎ（100人），手編み（73人），
　　　　　　　　　　　　　　織物（27人）
　　　　活動：○サフォークランド士別のイメージ商品の販売○士別市内の特産品の道内外への
　　　　　　　　　販路拡大　○「北海道物産展」を中心としたPR，販売　○セーター，マフラー
　　　　　　　　　毛糸等の製作，販売　○市内特産品のギフト及び通信販売
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　　　　売上げ：1988年6月～1989年5月　7，000万円
2）　農事組合法人多寄酪農生産組合
　組合員：6戸（12人），長期雇用7人
　経　緯：1962年道営開拓パイロット事業で入植
　　　　　63年協同経営のモデルケースとしてスタート
　　　　　　　　　　　ー未利用開拓地（原野200ha）払い下げ一草地180ha造成
　　　　　65年道営開拓パイロット事業完了
　　　　　68年農事組合法人化
　　　　　77年朝日農業賞授賞
　　　　　81～84年士別市畜産基地建設事業一草地120ha，飼料畑18ha造成
　　　　　86年日本農業賞授賞
　内　容：○生乳，肉牛，ビート，小麦
　　　　　○経産牛420，育成牛419，肉牛268頭（1988年計画）
　　　　　○販売金額318，244千円（1988年計画）
3）農事組合法人士別農園
　組合員：6戸（12人）－38～50歳
　経　緯：1959年士別市農政課に経営指導係設置，士別市農民大学開設
　　　　　62年農村青年移動研修会始まる→参加者有志＝士別市農業問題青年会議
　　　　　72年士別農園設立
　内　容：○農産（米，麦，大・小豆，馬鈴薯，アスパラ等）　○畜産（養鶏，養豚）
　　　　　○加工（味噌，豆腐，漬物，ハム，べ一コン，ソーセージ等）　○産直
　　　　　○販売金額76，554千円（1988年実積）
9　小　括
　以上，北海道全体の過疎地域概要，人口流出の激しい音威子府村における工芸を中心とした村づく
り，基幹産業の畑作，酪農そして工芸グループ活動の実態を整理した。また，音威子府村における工
芸グループの問題点を浮き彫りにするため，同じ上川支庁管内過疎地域士別市のグループ活動につい
て資料を提示した。
　繰り返しになるが，北海道は，全国一の過疎地域市町村を抱え，面積が広大なため過疎地域といっ
てもその自然，経済，社会等の条件は多彩である。人口流出要因一つとっても，産炭地域や旧国鉄で
栄えた地域などでは閉山や合理化・路線廃止等によって急激かつ大幅な人口減少を経験しているし，
農林業地域では稲作や林業地域での人口減少が顕著であるが，離農がそのまま離村につながってしま
い，経営面積規模拡大が実現している地域ほど人口減少が激しいという皮肉な結果になっている。そ
のため，ある一つの村の取り組みだけから北海道全体をみることは不可能である。そこで，本節では
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あえて道レベルの過疎地域概況に稿をさくこととしたのである。
　さて，実態調査を行った音威子府村は，農林業の不振による人口減少はもちろんであるが，旧国鉄
の人員合理化によって国鉄職員およびその家族ばかりではなく，彼らを相手にしていた第三次産業も
衰退し，激しい人口流出に見舞われることとなった地域である。岩手県釜石市等の企業城下町が，不
況によって厳しい状況に直面している事例15）にも似て，外部からの力で地域が栄え，それが衰退して
地域が沈滞するという，当該地域だけではどうしようもない問題に直面した村の事例である。その結
果ともいえる地元高校廃校の危機を契機に，村として地域の資源（森林）を見直して木工芸を導入
し，また本来の基幹産業である畑作，酪農の後継者たちが自分たちの経営改善を組織的活動を通じて
実現しようとしていることは注目に値しよう。ここでは，音威子府村の事例について次の2点を問題
点として指摘し，小括に代えることとする。
　その第一は，音威子府村の工芸を基調とする村づくりは，道内でも注目を集めているが，こうした
動きと村経済がどう整合しているかである。すなわち畑作，酪農の後継者グループの揚合のように産
業として自立し，より一層の改善・発展を目指しているのであればともかく，産業になり得ない，満
足できる収入に結びつかない現状にとどまってしまうと，せっかくの地域資源見直しがまさにミ趣味
の教室．レベルで終わってしまう可能性すらある。誤解を招かぬようあえて付言すれば，決して趣味
のレベル，森と匠の村づくりに意味がないというのではない。自分たちの心を豊かにする美しいもの
一森，シルクスクリーン，ゴブラン織り一を地域に持つことは重要である。それは，宮崎県綾町
の「目本一」「世界一」にも共通する地域の誇りにもなり得るからである。
　しかし一方で，村としては外圧ともいえる力で鉄道関係の職場が消滅し，新たな就業の場がすぐに
でも必要な時期に，不適切な表現で恐縮だがミ優雅に。。「作品」を仕上げるゆとりも，また存在しな
いのではないだろうか。「就労機会の確保は，国鉄就労機会の継続を前提としながらも，既存産業の
振興と魅力ある新たな産業づくりがはかられなければならい16）」「ミ森と匠のむら．さらにはミ木工芸
のむら。。のテーマのもとに農林業，商工業，観光にいたるまで関連振興をはかるが，鉄道の分岐点と
いう交通立地条件を生かして新時代に対応する道北観光の拠点の形成と周辺地域の活力の糾合と波及
を図りたい17）」（下線引用者）という村の希望は，前提条件ともいえる国鉄就労機会の消滅，鉄道分
岐点の役割終焉によって残酷にも崩壊している。残るのは「新たな産業づくり」であるはずである。
担い手が不足している，否不在であるという現実を無視するわけではないが，一方で毎年20名の卒業
生を世に送り出している工芸高校があり，それとの一体的取り組みが今ほど求められていることはな
いのではなかろうか。
　士別市の（株）サフォーク，多寄酪農生産組合，士別農園等は，着実にグループ活動が構成員の所
得・生活に直接つながっている。特に（株）サフォークは，市当局が関与しつつ作り上げてきたいく
つかの組織活動の中から，新たに生まれてきた就業の場として機能しているのである。市役所のみの
調査であったが，経済的側面，地域のイメージづくり等，士別市に学ぶべき点は多いように思う。
　第二は，グループ活動からみる村づくりに一貫性が希薄なことである。これは必ずしも問題点とは
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いえないが，強力なリーダーがいないことを意味している。工芸は「グループ活動」なしに定着させ
ることはできなかったであろうし，畑作における機械共同利用組織が新規作物導入を実現するなど，
「グループ活動」の果たした役割は大きい。これらのグループは，行政が関与し，リーダーがいるこ
とは間違いないし，砂澤ビッキ氏やナイクサタム氏という個人の影響も受けてはいる。しかし，いず
れも特定個人の功績や強力なリーダーシップによるものというよりは，それぞれのグループが別々の
人を核として，グループ構成員の相互協力・相談の中から活動の方向を決定し，現在の村づくりにつ
ながっているといってよい。この点，宮崎県綾町のように町長という特定個人の強力なリーダーシッ
プがことごとく関与している事例とは異なっていると思う。
　ここには，有益な示唆が含まれているといえよう。綾町のように，行動契機や行動指針が限定され
た一個人より与えられる（発せられる）場合，地域全体の動き・方向は一貫性を持ち，つながりが生
じる。反面，グループ構成員には「動かされている」ということによる不満が醸成される可能性を持
つことになる。逆に，音威子府村のように，起点が明確でないと，全体として一貫性が希薄となって
まとまりがとりにくいという面はあるものの，グループ構成員は地道な活動で満足し，途中で壊れる
ようなこともない。壊れるとすれば，それは‘人’がいなくなってしまうことによるのである。しかし
ミ森と匠の村づくり。。というテーマがあり，それぞれを有機的に関連させようとすれば不可能ではな
いようにみえる活動が，現実にはまとまりを欠き，全体として新しい産業が生まれていないのはこの
あたりにも原因があるように思われるのである。今後の展開に期待したい。
注：
1）過疎地域振興特別措置法は，平成2年3月に法期限を迎え，同年4月からは新たに過疎地域活性化特別措
　置法が施行されている。新法による過疎地域市町村数は137であるが，平成2年実施の国勢調査結果によっ
　て追加公示されることになっており，旧法時と同程度の市町村数になるものと予想されている。
　　なお，過疎地域活性化特別措置法にっいては，以下を参照されたい。
　　竹本田持：「新過疎法と山村振興の一視点」
　　　　　　　r森林組合No．243』全国森林組合連合会，1990年，8～12ページ
2）北海道企画振興部地域振興課：r過疎地域振興対策の概要』1990年，2ページ
3）　同上書，5ページ
4）北海道：r北海道過疎地域活性化方針一平成2～6年度一』，13ページ
5）　同上書，13～14ページ
6）　ここでは，上述の過疎地域概況との整合性を考えて旧過疎法での過疎地域を基準に整理した。新過疎法一
　過疎地域活性化特別措置法一の過疎地域137市町村でみると，グループ数は347で一市町村あたり2．53グルー
　プとなる。
7）道内全域のソバ作付動向は，「収益性の低さ等から（昭和）59年には2，420haにまで減少しましたが，90年
　以降は，特に水田地域の転作作物として増加傾向にあり，（平成）元年産では前年に比べ18．2％増の4，930ha
　となりました…（カッコ内引用者）」とされ，「地域別では，空知，上川，十勝で全道の9割を占め」ている。
　　北海道農政部：r平成元年度北海道農業の動向』1990年，213～215ページ
8）音威子府村：r第2期音威子府村総合計画ミ森と匠のむら．建設をめざして一昭和56～65年度一』1981年
　9ページ
9）役場によると，最盛期300人以上いた国鉄（JR）職員は，国鉄清算事業団を経て闘争団として残る者を
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　含め，現在30人程度になってしまっているという。
10）前掲r平成元年度北海道農業の動向』1990年，131～132ページ
11）　宮崎清：rr生活工芸』と地域振興」
　r地方振興対策報告書一過疎地域の文化的歴史的所産等の保存と活用に関する調査研究』㈱過疎地域問題調
　査会，1985年所収，142ページ
　　ここでは，生活工芸に関する調査対象地として音威子府村と山梨県早川町・中富町を取り上げ，音威子府
　高校への工芸科設置，工芸の展開経過等にっいて詳細に整理されている。
12）同上書，146～147ぺ＿ジ
　㈹北海道未来総合研究所・北海道総務部振興課編：r北の挑戦一一村一品運動はいま…＜1＞』㈲北海道市
　町村振興協会，1986年，54～55ページ
13）河上実：「ごあいさっ」
　　樹を語り作品展記念誌編集委員会r樹を語り作品展第十回記念誌』1988年
14）平成元年1月砂澤氏が亡くなり，その年の「第11回樹を語り作品展」は砂澤ビッキ遺作展として開催され
　た。それをきっかけとして今後の作品展のあり方を考えているという段階で実態調査を実施したが，12回目
　以降をどうするか現段階では決定されていない。
15）　河北新報社編集局編：r新過疎時代』ぎょうせい，1986年
16）　前掲r第2期音威子府村総合計画』9ページ
17）　同上書15ページ
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第5節　地域振興と伝統文化の伝承一沖縄県与那国町一
　はじめに
　沖縄の与那国町は，日本の最西南端の台湾に近い小さな島である。周囲27．4km，東西12km，南北
4kmで，面積は28．88km2であり，東京から1，900km，沖縄本島から520km，台湾まで127kmのとこ
ろにある。離島を高島と低島に分けると高島に属する。もっとも高い山は231．3mある。
　その由来はわからないが，別名をドナンの島（渡難の島と書くのは当て宇）という。歴史的文献に
は1477年朝鮮の人が漂流した。手当をして朝鮮に帰したとある。また，与那国町には，人頭税がきび
しく，それにまつわる哀史＝離島の哀史がある。その一は，村の妊婦を集めて問引きのため大きな岩
の割れ目を跳ばすクブラバリという伝説があり，もう一つは囲みをした天永田の中に，鐘をたたき，
一一閧ﾌ時間内に満15才から50才までの男子を非常召集し，遅れて入れないものを惨殺するトゥングダ
という伝説がある。いずれも過剰な人口に悩む間引きの伝説である。このような伝説を持ったこの島
が現在では逆に過疎に悩んでいる。そこでこの島における過疎対策となりうる地域振興のためのグル
ープ活動の実態をみていこう。
1　過疎の要因と対策
（1）人口の減少
与那国は，米軍占領下において1947年に町制を施行したが，その人口は，引き揚げ者を含めて1万
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2，000人（町制移行には8，000人を必要）であり，当時台湾との密貿易の基地であった。その後，6，000
人を維持していたといわれるが，沖縄が目本に復帰後は台湾との結びつきが終わり，それにつれて人
口は激減を続け，表5－1のように，1962年（昭和37年）には4，701人であったが，1980年（昭和55年）
には2，117名，昭和58年には1’，979名となり，実に65％の減少
率を示している。その後人口が減って，一時は1，800人にま
で落ち込んだ。最近，ここ3年で2，000人近くまで回復し
た。高齢化が進み，後継者難に悩んでいる。
　人口流出の要因は人口を支えるに足る産業がないというこ
とであるが，現時点における直接の契機になるものは，ここ
に高校がないため中学卒業生は島外の高校へ進学しなければ
ならず，それについて家族も流出し，そのまま帰ってこない
というケースが多いということである。
表5－1人ロの推移（沖縄県与那国町）
年次1人国世鱗
昭和35年
　40
　45
　50
　55
　58
4，701
3，671
2，913
2，188
2，117
1，979
598
667
678
資料：町勢要覧
　そこでこの島の地域振興における最大の課題は，産業を興すことであり，高校を建設するというこ
とになる。そこでまず，与那国の産業についてみていこう。
　②　地域産業の実態
　与那国の基幹産業は農業と水産業である。農業は砂糖キビを主とし，水稲も栽培している。水産業
はカジキマグロの一本釣りを主とするが，市町村の漁獲高は沖縄で第1位である。
　①　サトーキビ生産
　与那国の農業はサトーキビを第一にしている。1989年のサトーキビ収穫の実績は9，863トンで，年
によって増減が著しい。植え付けは298haで，うち収穫面積は109haである。植え付けしてから1年
半で収穫する。したがって今年植え付けたものは再来年収穫する事になる。1農家あたり多い人で8
haの耕作地をもっているが，うち今年は2haを収穫し，残りのO．　5haは株出しをし，さらに残りは次
の収穫期まで待たなければならないという状態である。かくて植え付けが少ないときは収穫も少いこ
とになる。
　収穫は天候の影響を受けることが大きい。植え付け目標は1990年には102haであるが，今年は多か
ったが，来年は少ないというように作付は一定しない。多い年は計画を超えることもある。しかし干
ばつで植え付けもできないこともあったし，毎年面積を確定できない状態である。これは基盤整備が
できていないことによるとして，農協では土地改良を目指して，1990年には，18％の耕地を土地改良
する計画をたてている。
　サトーキビの品種にかんしては，収量の多い品種を植え付けるようにしている。いずれも2年サイ
クルであるが，夏植えは1年8カ月（反当13トン）で出荷でき，夏植えの方が収量は多いが，春植え
は1年で出荷し，そして株出しできる。このため農協では春植えを奨励している。
　②　畜　産
　産業を興す計画は，種々企てられている。その一つは自然の環境を生かして，約400haを畜産基地
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にする計画がある。この畜産基地事業は，国と県で90％を補助，残りの3％を町が負担し，7％が受
益者負担である。昭和61年から平成2年度完成する計画であり，当初35億円の計画が37億4，000万円
の事業となった。平成4年から返済することになる。44戸の農家が参加したが，うち33戸が共同2カ
所，法人組織1ヵ所に属している。すなわち，牛（32名）と豚（40頭の農家が1戸だけ）とあわせて
33名の内，共同牧揚が2ヵ所（3名と3名とで共同し，牧草を刈ったり，牛舎を管理する）ある。他
に法人組織の生産組合が1ヵ所あり，18名の組合員が6haの土地を草地にし，13haの採草地をもち，
施設は格納庫をもって10カ月の肥育牛6頭と子牛とを飼育する（全部繁殖用）。これら以外は個人加
入であるが，一人だけ共同牧揚と生産組合と重複している。
　このほかに，3名の法人組織となっている桃原（とうばる）牧場，3名のサンニヌ台牧場，18名の
農業法人である南牧場組合がある。
　③　養　蚕
　また，桑園を開いて養蚕を行い，絹織物の材料を少しでも自給しようとする計画もある。
　養蚕農家は当初3戸で，桑畑は3戸の農家で5haであるが，60年には3ha，その後2haが増え，
養蚕農家も10戸となった。養蚕施設は，稚蚕所でなく養蚕そのものの建物であり，2棟が60年，1棟が
62年（60坪2ヵ所，75坪1ヵ所）につくられた。これらは，大部分が補助事業で，残りを起債として
農家3：役揚7の割合で負担する。その組合は，東部養蚕組合は7戸で2棟を使い，東部第2養蚕組
合は3戸で1棟（75坪のほう）を使っている。計10名が養蚕農家である。その出荷については農協が
経済連を通して大部分は繭でカネボーへ出荷しているが，ごく一部の屑繭を座繰りにかけて織物とす
ることにより，島内で自足している。
　（3｝高校の欠如
　もう一つの過疎化を直接招いた要因は学校教育施設の不足にある。小学校は集落に1つずつ計3校
あるが，比川小学校は複式学級を行っている。中学校は2つ，租納と久部良にあり，比川の中学生は
スクールバスで租納へ通学する。
　しかし高校はない，一時期誘致運動もあったが，生徒は外へ出たがるので，結局，できなかった。
高校は，最近は那覇へ2／3，1／3が石垣島へ下宿して通学する。父兄もこれに便乗して島を出ていく
ものもある。そして，帰ってきても働く場所がないので，出たまま帰ってこないも0）も多い。
　（4）その他の過疎脱却の方途
　過疎から脱却するための方策が特に行政を中心に展開されている。その主なものを紹介するなら
ば，次の通りである。
　①　飛行場の改善
　昭和62年2月，YSが発着できる飛行場ができた。1，500mの滑走路を持ち，与那国の表玄関とし
ての体裁を整えた。
　②　港湾の整備
　与那国は小さな島の割には大きな港を持っている。祖納港の港湾しゅんせつ工事，および久部良漁
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港の大型港化への改良工事を進めている。このほかに，漁港の冷凍施設を整備することにより，漁業
を安定化し，若い人を定着しようとしている。これらの港は，台湾との交流の基地であり，台風から
の避難港ともなっている。
　③　観光への取り組み
　　観光客の入り込み数は，昭和62年にYSが飛ぶようになり，4－5年の間に大きく変化した。
　　　以前は年間6，000人の入り込み客しかなかった。昭和50年はじめには6，500人となり，空港が改
　　良された昭和63年には21，363人に増加しており，さらに平成元年には23，000人となっている。
　④　宿泊施設
　　　入り込み客が増えてきたので，宿泊施設も増加しているが，外部資本なし，地元資本のみの宿
　　泊施設である。
　⑤国際化への動き
　与那国は台湾の花蓮市と姉妹交流をおこなっている。花蓮は与那国より120kmであって，那覇まで
の500kmより近い。日常物資は国際化しており，花蓮市から大理石および大理石製品，バラス，砂，
セメントなどの輸入を行っている。その量は少しずつ増加する傾向にあり，このため祖納港，久部良
港の改良ををめざしている。
2　地域農業のグループ活動
　次に地域振興に関わるとみられる種々なグループ活動の内，最初に地域産業に関する集団をみてい
こう。．農業関係のグループとしては，まず農協や役場から公認されている「農業研究グループ」があ
る。ついで，1986年頃までは活動していたが，休眠状態に陥っている「4Hクラブ」がある。また経
済連の勧めで88年から5軒がミヨウガを導入し，普及所と農協が力をいれて組織した「与那国ミヨウ
ガ生産組合」は飛行機で本土に出荷をめざしている。そして，一度昭和52年に解散したカボチャ生産
組合が，飛行場が拡張され，飛行機が大型化したのを機に，野菜・西瓜・にがうり・きうりを計画し
てふたたび4，5名を組織した「野菜関係のグループ」などがある。ここでは「農業研究グループ」
を取り上げて実態をみて活きたい。
　与那国農業研究グループは略して「農研グループ」という。農協が農事実行組合を町内10ヵ所に組
織したが，農家組合（農事実行組合）が農研グループになっていった。当初は30名くらいであった
が，専業でなくなった人，高齢者のものがやめていき，現在（1990年）は12名となった。ただし12戸
の内3戸はリーダーで，現農協組合長も入っている。営農指導は普及所が行っている。会員の年齢は
一番若い層は昭和37年，昭和24年生まれの農家の後継者もいるが，昭和1桁生まれが多く，大正の世
代もかなりいる。
　会員は全員砂糖キビを耕作している。したがって農研グループの最も関心のある作物は砂糖キビで
ある。研究会は月1回定例を開き，臨時の会合は作物の出来る頃開かれる。その研究テーマは，以前
は台風・塩風・塩害であったが，経営の内容が絞られてきて，品種を比較することにより，より適当
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な品種はどれかという問題にかわってきた。
　この会の事業としては，展示圃を耕作している。展示圃は，40アールあり，農協がグループ員の所
有している耕地を借りる形をとり，それを全員で耕し，土壌・殺菌・肥培管理の研究を行っている。
また，作見会（現地検討会）を開いて，この土地に何がいいかを検討している。
　このほかに，水稲の研究も行っている。水稲は，チヨニシキという品種に統一し，植え付けから刈
り取りまでの機械化に取り組んでいる。
　事業収入は，10アールあたり約3万円で，県などから委託を受けている。別にじゃがいもを作って
いる。町からも補助が5万円でている。それは，使わないで先進地視察に当てることもある。たとえ
ば，1989年には沖縄本島へでかけ，ライスセンターを見学した。そのほか内地や台湾にも出かけたこ
とがある。
3　伝統文化の維持保存のグループ
　このような産業面の振興とともに，与那国町における地域振興のための集団活動として伝統的織物
である与那国花織りを保存しようとする活動と民俗芸能のグループ活動その他を取り上げてみよう，
　①　与那国伝統織物協同組合
　与那国には古くから与那国織物と称される織物があった。またクバ（ビロージュ）で作った手工芸
品もあった、各家庭で機（ハタ）を備え，婦人達が木綿や芭蕉布をも織った。古来特に珍重されたの
は「与那国花織り」と称される絹の織物であった。その糸は島外から入れるが，染料は島内の植物か
ら作って，自家で染めた。このような機業が過疎の影響で次第に消えていった。そこで昭和53年に各
家庭で織られていた機を一箇所に集め，「与那国伝統織物協同組合」と称する協同組合を作り，技術
の伝承を図ろうとした。59年現在，織り子は15人，このほかに6カ月の訓練機関を経て一人前に仕立
てていく「養成」が5名いる。そして約60名の人を今までに養成したという。製品はいったん組合に
納めてから換金される。一時期値上がりしていた時期には億単位の生産をあげたといわれるが，最近
では少し減ってきている。昭和62年に伝産工芸品に指定された。このグループは協同組合の形をとっ
ているが，古くからの織物の技術を伝承し収入の途を少しでも開こうとする，伝統技術に立脚した産
業振興のためのグループの一つといえよう。
　②　与那国民俗芸能伝承保存会
　もう一つは「与那国民俗芸能伝承保存会」というグループである。与那国には棒踊り，組踊り，狂
言という，唄に合わせて踊りを踊り，演技をする民俗芸能があった。このような民俗芸能も人口流出
による過疎の影響を受けて，次第に上演されなくなり，人々からまったく忘れられようとする危機的
状況すら迎えた。
　そこで公民館長を会長とし，棒踊り，舞踊，三味線の三部門を持つ民俗芸能伝承保存会が組織され
て，古来の民俗芸能の保存が図られた。この会は，現地の略称は，古い道を意味する「ダハドウ会」
ともいわれる。三味線，唄などの古典を勉強する会で，責任者は比川の人であるが，租納の人も多く
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入っている。20　・一　30名の会員で，男性が多い。もともと三味線を普及しようとして，島唄を収集し，
民謡を三弦楽に乗せて，与那国民謡公公四（くんくんし）という本を作ったのが昭和52年であった。
これを普及するため，さらに古くから伝わる民俗芸能を組み入れ，棒踊りと狂言をのぞいて収録し，
民俗芸能の保存と伝承と普及につとめている。現在，正会員が30名，塾のような形で教えている。但
し若い人は島外へ流出する人が多く，永続しないので，中学生を集めて，教えようという計画であ
る。
　民俗芸能保存会は，5の公民館の中に芸能を保持している。公民館は部落の公民館であると同時
に，自治組織でもある。そして与那国島祭，部落ホーネン祭，セツ祭のような島の行事の際に狂言を
主として演ずる。国の重要無形文化財になっている。
　これらのような古来の織物や民謡の保存と伝承グループ活動は，直接的には地域振興に役立ってい
るとはいえないかもしれないが，このような古い文化を保存することは与那国の郷土性を残すことで
あり，現住する島民のみでなく，他へ移住した人々にとっても自らの故郷の存在確認の重要な方法で
あると考えられる。そして，現在，与那国においては空港が改良され，海港の整備が進行している。
これらの施設が整備されると，人や物の交通量は現在の数倍の能力をもつにいたる。これによって島
外からの観光客も増加が予想される。そのとき，これらの伝統的な技術や芸能が有力な観光の資源と
なり，その面からも過疎を救う一つの手段となりうるであろう。
　③　その他の会
　その他のグループとしては，「与那国町民芸品組合」，「与那国島郷土民芸品協同組合」，「ボンゴジ
マケットバス会」がある。
　「与那国町民芸品組合」は竹やビローを使って民具を作るグループであり，35名の会員をもってい
る。婦人の家内労働によるが，男の人もいる。年間1，000万円の売上があり，最近伸びている。
　「与那国島郷土民芸品協同組合」は，陶器を作る人が「与那国町民芸品組合」から独立した。本土
から移住してきてた夫婦の2人が島外から土を持ってきて1つの窯で焼く。伸びる可能性は観光客次
第であろう。
　「ボンゴジマケットバス会」は，酒を呑む会である。与那国にはよい水があるので酒ができ，与那
国花酒と称する60度の焼酎ができる。酒造元は3カ所で，島内消費は，生産量の1／10であり，ほと
んど30度の焼酎である。43度，60度はほとんど島外へ売られる。
　この会は，酒造元が主になって組織されているが，ただ酒を呑んで談笑するばかりでなく，塵箱を
設置したり，スポーツや清掃をやるボランチアの会であり，あくまでも任意団体である。
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第3章　過疎地における地域振興のための集団活動の傾向
　（1）地域振興のための集団活動の実態
　現在の過疎対策は，応急措置から転じて過疎という体質そのものを改善しようとする根本的な原因
療法へ次第に転化しつつあるといえよう。そのためにもっとも重要なことは，まず，過疎から脱却を
可能にする地域資源の有効利用をはかり地域産業を振興して，住民の収入を確保することである。つ
ぎに，人口減少によって疑心II音鬼を生みだし，ばらばらに孤立した住民達の新たな社会結合をはかり
社会的連帯性を回復することである。さらに，古い村落の貧困な生活水準にもとつく封鎖的な生活体
系から，新しい地域社会のより豊かな開放的な生活体系を創出することであろう。
　以上の視点に立脚して，上述のように，地域振興のための集団活動と過疎対策についての実態を目
本各地の地域振興について調査した。その概要は次の通りである。
　第一に，富山県山田村におけるスキー揚開発についての調査からみると，富山県山田村は富山県の
南西部に位置するが，この村の過疎対策の主流は，昭和46年に開業した「村営牛岳スee・一場」で，外
部資本をほとんど入れずに，村の役場が中心になり，村の住民によって計画され，建設され，また運
営もされている。過疎対策は村の役場が中心になるべきであるという例である。
　第二に，宮崎県綾町における「自治公民館活動」を中心にした「有機農業運動」や「酒泉の杜」な
どの民間の集団活動をみた。宮崎県綾町は，県のほぼ中央部，大淀川水系の綾南川・綾北川の合流点
に位置している。この町の過疎対策として，第一に，役場が主となって建設した「綾の照葉大吊橋」，
自然休養村公園内の「綾川荘」「サイクリングターミナル」という2か所の宿泊施設がある。第二に，
民間による施設開発として酒造メーカーの経営する「あたらしき村綾酒泉の杜」があり，そして，町
中心部に35の各種「手づくり工房」が点在し，加えて，役場の隣に「綾手づくりほんものセンター」
があり，また工芸職人集団「ひむか邑」がある。第三に，各集落に設立・運営されている「自治公民
館」活動と，「自然生態系を生かす町づくり」という町の基本理念から生まれた「綾町有機農業開発
センター」を中心にした「有機農業（自然生態系農業）」の普及・推進の集団活動がある。
　第三に，愛知県足助町における観光開発と「市民活動」をみた。足助町は，県の中央やや東北より，
濃尾平野の名古屋大都市地域と三河山間地域の接点に位置している。町内の紅葉の名所「香嵐渓」の
近くにある「三州足助屋敷」は，伝統技術の継承と町民・観光客の体験を同時に実現するよう配慮さ
れた活きた博物館であり，また，「町並みを保存する会」「香嵐渓を愛する会」「木匠会」などの活動
も特筆される。また，民間の有志によるグループ活動がやがて営利を目指す民間企業に発展する「神
越渓谷観光センター」をもみた。
　第四に，北海道音威子府村における営農組織と趣味の会を検討した。かつて鉄道の分岐点として栄
えた北海道音威子府村においては，「畑作振興協議会」，「牛乳検定組合」，木工品の「工芸社」，ゴブ
ラン織りの「やちぶき会」などの集団活動がみられた。
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　最後に，沖縄与那国町における地域農業組織と伝統文化伝承の会を考察した。日本の最西端で台湾
の間近にある与那国島においては，一方では，「農業研究グループ」が地域農業の活性化に寄与して
いると同時に，伝統的な織物である花織りを保存しようとする・「与那国織物協同組合」，そして棒踊
り・組踊り・狂言などの民俗芸能を伝承しようとする「与那国民俗伝承保存会」のような地域伝統文
化の保全伝承の活動が活発であるが，飛行揚が整備されると多くの観光客が入島してくる点からこれ
らも観光を初めとする地域振興に関係してくるものとみられる。
　②　過疎地における集団活動の傾向
　古い型の農村では封鎖された村落共同体の内部の生活連関が密接であり，人々は有無相通じ，相互
に扶助しあい，防衡して共同生活を送っていた。また，直系家族制をとる日本農村では必然的に本家
分家の関係からなる日本独特の同族団という家連合を生み出してきた。その他「組」や「隣」，「親類」
という家連合も重要な機能を果たしてきた。
　しかし過疎地においてはこのような集団関係が破壊されてきた。そこでは人間関係が崩壊し，個々
人が分散し，孤立し，社会的連帯性が喪失していった。このように，ばらばらになった住民を結び付
け，連帯性を回復することは過疎からの脱却の第一歩であろう。過疎を克服するために地域社会の集
団組織の果たす機能ははなはだ重要であり，そのもつ意味は非常に大きい。一般的にいって地域社会
における諸活動は孤立した個人によって行われることはきわめて少なく，地域生活の種々な相は社会
的集団組織に基づいた集団活動の形をとるのが普通である。地域社会生活のすべての局面に応じて集
団が形成され，機能していくと考えられるのである。もちろんある局面に単一の集団が対応するとい
うのでなく，種々な集団が剛寺に絡み合いながら複数の局面に対応していることはいうまでもない。
　このような視点から過疎地域の集団活動の傾向ないし方向性を次のようにまとめることができる。
　第一に，まず，各個人の好みに応じ，関心を同じするものがグループを結成し，活動することが必
要であろう。人口が大量に流出して過疎に陥った地域では，住民が分散し，孤立して，社会的連帯性
を失っているところが多い。この状態から回復していくためには，スポーツ，レクレーション，娯楽
のようなグループでも「仲間づくり」という点で大きな意味を持っている。
　第二に，任意性，自発性を持ったボランティア活動を伸していく方向が重要である。現代の民主主
義の時代では加入脱退の自由と任意性をもった，メンバーの自発性を認め，尊重するグループ活動が
重要であろう。清掃，老人の世話，困窮者への援助などのボランティア活動は地域振興のエネルギー
を引き出して地域を活性化する原動力になるといえよう。
　第三に，異質者結合の原理が過疎地域の集団形成の方向として取り上げられなければならない。古
い集団形成の原理は等質者が類似しているゆえに結合するという機械的連帯の原理であったが，現代
の異質者の並存する混住社会においては分業による有機的連帯の原理が適用されざるをえない。過疎
地帯でも兼業が発達して異質者は増加している。このような異質者を結合させる原理は分業的統一性
をもった集団形成の原理が必要であろう。
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　第四に，地域の活力を回復する集団活動は，目的意識的に育成し，援助していく必要がある。まず，
商業開発と結びついた集団活動は，その地域の地源を有効に活用し，就業のチャンスを少しでも増加
する必要があるが，この種の集団活動は，単なるグループ活動の域を脱して法人組織ないし会社組織
へ移行する傾向をもっている。また，地域の伝統的文化の再生の活動も，地域の伝統文化が故郷文化
の性格を持ち，村落を離れて流出した人々をも回帰させる力をもっている。ただし，文化的集団活動
は直接の営利に結びつかない故一般には軽視される傾向がある。また，過疎地でよく行われる各種の
イベントはこれに近い性格をもっているが，それが文化となるためにはかなりの時間を必要とする。
また，若い人のグループは，若者が地域おこしのエネルギー源であることから，どうしても必要であ
るが，若者は気まぐれで，容易に孤立し，悩みをもつ特徴をもっていることから，気長に育成する必
要があろう。このような集団組織化の役割の中心に位置するのは町村の役場である。それを支えるの
が教育委員会であり，農協である。地域づくりの基盤には，このような行政機関や団体のカが大きい
し，それらに所属するテクノクラートの役割は重要である。
注：
（1｝頼　平「地域農業の再編と組織化の要件」坂本慶一編『農村地域の再編と管理』明文書房，1981年
｛2｝安達生恒『村の再生』日本経済評論社，1979年
｛3｝国土庁地方振興局過疎対策室r過疎対策の現況』昭和65年
（4｝国土庁地方振興局過疎対策室『過疎対策の現況』昭和61年
㈲　過疎地域問題調査会r過疎地域における各種グループ活動と地域振興に関する調査研究』昭和60年
（6）永田慶十郎「過疎のミむら、の明暗一島根県旭村の調査結果から」村落社会研究会編r村落社会研究』
　1987年
（7）中国農業試験場農業経営部r山村集落における過疎化機構の分析』中国農試　資料第86輯昭和60年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川　昭彦）
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